
　次の（１）～（３）全てに該当していること。
（１）認可外保育施設等を利用（予定）するもの
（２）糸満市に住民登録があり、かつ居住しているもの
（３）次の表に該当するもの

①認可外保育施設

②一時預かり

③病児保育

④ファミリーサポートセンター

子どもが病中又は病気の回復期であって、集団保育が困難で医師が必要と認めた期間、
医療施設等に付設された専用スペースで、一時的に保育及び看護ケアを実施する事業。

　子育てのお手伝いをしたい会員と、子育てのお手伝いを受けたい会員による、
組織的な相互援助活動する事業。

※無償化を受けるには、こども園、保育所等の教育・保育施設に通っておらず、事前に
施設等利用給付認定を受ける必要があります。

　※企業主導型保育施設利用者の無償化は、児童育成協会から各施設に対し、助成を行
うことにより実施されますので、施設等利用給付認定を申請することができません。詳
細は、各施設へお問い合わせください。
　※令和6年10月から指導監督基準を満たさない認可外保育施設は保育の無償化の対象外
となります。利用を希望する施設が指導監督基準を満たしている施設に該当するか確認
したい場合は沖縄県子育て支援課または各施設にお問い合わせください。

３.対象施設（事業）について
　認可外保育施設に加え、一時預かり事業、病児保育事業、ファミリーサポート・セン
ターが対象となり、月額上限額の範囲内で、複数の施設（サービス）を併用できます。

 認可外保育施設とは、一般的な認可外保育施設、地方自治体独自の認証保育施設、ベ
ビーシッター、認可外の事業所内保育等を指します。

　家庭で一時的に保育が困難になった場合に幼稚園や保育所等で子どもを預かる事業。

新２号認定

あり

３歳児～５歳児
月額上限額
40,300円

　①子育てのための
施設等利用給付認
定・変更申請書兼現
況届

②保育の必要性の認
定に必要な書類新３号認定 ０歳児～２歳児

月額上限額
45,700円

※市町村民税
非課税世帯のみ

認可外保育施設等について

１.「施設等利用給付認定」について

 認可外保育施設等を利用し、その利用料が無償化の対象となるためには手続きが
必要です。無償化の対象となるためには「子育てのための施設等利用給付認定
（新２号・新３号）」を受けるための申請が必要になります。（事前申請が必
要）２.施設等利用給付認定の対象者

認定区分
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預かり保育料
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（令和８年１０月～）

申請書類


